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企 画 展

　毎日だらだらと降り続く雨にうんざりする日々
でしたが、ようやくこんな雨の季節がやってきまし
た。ざっと激しく降る白雨、夕立の図です。突然の
雨に旅人や客を乗せた駕

か

籠
ご

かきが慌
あわ

てて駆けだし
ていきます。薄墨の濃淡で摺り重ねられた竹林、坂
道や雨の線といった斜めの素材を、巧みに組み合わ
せることによって、広重はドラマティックな空間を
創りだしています。歌川広重、いや浮世絵を代表す
る傑作といってもいいですね。教科書などでもおな
じみの図だと思います。一方、もうひとつの図は国
貞の作品です。前景に旅姿の美人を、背景に宿場の
外れなのでしょうか、小さな社の前で駕籠かきが旅
人に声をかけているところが描かれています。広重
の絵とは全く違う図です。
　歌川国貞の「東海道五十三次之内」の背景には、
歌川広重「東海道五拾三次之内」の図柄が引用され
ていました（前号参照）が、なぜか宮の図以降（四
日市宿を除く）は本図のように、広重の引用ではな

歌川広重「東海道五拾三次之内　庄野　白雨」横大判、
天保４年（1833）頃　当館蔵

ミニ
ギャラリー

　馬頭広重美術館視聴覚研修
室ギャラリーで 7月25日～ 8
月6日に開催された「2006
はな・花写真展」。
　県内の写真愛好家105人が
出品された作品の中から那珂
川町出身のお二方の作品をご
紹介します。

東海道五十三次くらべ
 　　　　　　－広重 VS 国貞－

「2006 はな・花写真105人展」
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くなります。その理由としては、広
重が絵を描くスピードに、途中で国
貞が追いついてしまったからだとい
われています。
　つまり国貞が庄野の図を描く頃
には、広重のこの傑作はまだ出来
ていなかった、ということになりま
す。ところで、横の画面を縦長の画
面（それも元絵の四分の一ほどの大
きさ！）に描き直すためには、エッ

センスーその絵の主眼であり、伝えたい部分ーだ
けを抽

ちゅうしゅつ

出しなければなりません。果たして広重の
傑作は、どういう風に描かれるはずだったのでしょ
うか。思わず、私だったら、とあれこれ考えてし
まうのです。
※これらの作品は企画展「東海道五十三次くらべ
―広重 VS 国
貞―」の前期
 （那珂川町馬
頭広重美術館
で８月20日ま
で開催中）に
出品されてい
ます。

（学芸員

  津田　卓子）
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